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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・看護グループ研修　

10/31（火）17：15～　メンタル3階会議室前
対象：看護・介護職員
テーマ：救急対応
講師：相馬SGM

・八戸メディカル学院より地域作業療法実習でOT学生受け入れ

　10/20（金）、10/27（金）各日2名ずつ　　対応：慶長JGM、田中

・11/3（金）法人医療福祉学会について　

　発表時間：6分　　質疑応答：2分　　

発表時間をオーバーするとその場で終了となるため、時間厳守すること

　今週中にプログラムが掲示板に発表され、配布は来週の予定

・大規模災害訓練ミーティング　

10/18（水）16：00～　出席者：AOM、SGM、JGM、防災委員

・11/1（水）実地指導

　日誌、電子カルテの記載漏れがないように確認すること

・電算化委員会より

　スケジュール登録を忘れずに行うこと

[提出期限]

・10/20（金）プログラムテキスト
・10/20（金）医療福祉学会PPT 

・10/31（火）疾患別診療計画書・経過録・LASMI評価表・退院時要約の電子カルテへの

アップロード
⇒疾患別診療計画書はサイン済のものをpdfで取り込み、両面を1枚として扱い、アップロードすること

タイトル名を小嶋SGMに確認する

＜利用者様情報＞

デイケア

・淡路　智恵子様～グループホーム世話人より情報提供があり、病院に入院している人から買い物を頼まれ、それを今日渡すと話していたとのこと。相手の名前を確認するが教えてもらえなかったとのことで、体験利用中の方が数人来ていることと物のやり取りがあった場合は情報提供することを伝えている。11：00本人から「上川原さん今日来ないのかな。買い物頼まれたの持ってきたんだよ」と話してくる。詳細を確認すると、月曜日（10/16）に、歯が悪いから軟らかいお菓子を買ってきてほしいと言われて1.000円渡されたとのこと。また、上川原豊様から今週の木曜日に退院すると聞かされていたため「明日退院すると思って、買ってきてもいいかなぁと思った」と話している。今回の件を話してくれたことを評価し、物のやり取りから色々なトラブルに繋がる可能性があることや相手が入院中であることを考え、行動に移す前にスタッフに相談してほしいことを伝えると「頼まれても断る」と話している。病棟へ情報提供し、購入したものとお釣りはスタッフが一時預かり、体験利用終了時に西病棟スタッフへ渡す予定としている。

・鈴木　知子　様～朝、本人より架電あり、本日欠席すると話している。特定利用者（福井彩様）が気になるのか尋ねると、気になると話すが、本日の欠席理由は昨日コタツに寝てしまい風邪気味だからと話している。デイケア利用中に気になることがあれば、帰る前にその場で話すようにと伝えている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～しかめ顔でいるが独語は少なく、プログラムには自ら参加している。12:55頃より、「眩暈がする」と話しており、静養室の利用を希望し、休んでいる。引き続き所在確認を徹底していく。

・倉橋　生子　様～来所時より小走りで、他者とぶつかりそうになることや、他者へトイレから早く出るように大声で要求することが見られている。また、スタッフと特定利用者（稲垣ふき様、吉田富秋様）と話しているのを睨んで見ていることがある。他者トラブルのないよう、今後も様子観察していく。

・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、日課の時間が守られず声掛けしていたが、疎通性は良いとのこと。来所後は、日課を自ら行っており、嗜好品の要求も時間通りに出来ているが、落ち着かない様子がありフロア内を往復していることがあるものの、手指振戦等は見られない。上記状態を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・千葉　輝夫　様～来所時より女性利用者二人に対し、会話中に顔や頭を撫でるなどの接触が多く見られているため、スタッフ介入し距離を取っている。他者への接触が多く見られているため、今後も見守りしトラブルにならないよう、必要時介入していく。また、昨日の帰宅時、息子様へ来所時の様子を伝えた際、みそ汁にコーヒーを入れることや、包丁を扉の取っ手に挟んでいると自宅での様子を話している。今後も息子様と情報共有し対応していく。

・倉石　ヨシエ様～氷水を飲む回数が多くなっている。併せて、排便状況の確認を行っていく。
ナイトケア
・鹿原　博夫　様～昨日、ぼんやりとした表情で来所しているが、一人になる場面でも独語が聞かれることはない。スタッフから仕事や体調について声を掛けると「疲れた」と表情穏やかに話しているが、不調を訴えることなく静かにテレビを見ながら過ごしており、特に問題はないとのこと。休養しながら仕事をし、何か問題が生じた際には無理せず相談するよう促すと「わかった」と話している。

